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る傾向にあり、同行の調査ではすでにATM

の利用のみを目的として銀行の店舗を訪れ

る人は、全来店者数のすでに8割程度に達

している店舗もあったという。

「預け払いや振り込みだけでなく、定期

預金の預け入れや解約などATMが高機能

化していることもあり、窓口でも単純事務

は『ATMをご利用下さい』と案内してい

ます」（広報部・柴田総一郎さん）

しかし銀行の側からすると、非対面のサ

ービスを充実させればさせるほど、「結果的

にセールスの機会を逸しているのではとい

う疑念」（柴田さん）も生じてくる。

ATMのみの無人店舗を増やし、郵便だ

けで口座開設や口座移店の手続きができる

メールサービスを拡充しているのは、店頭

では接点のない顧客と接触できるというメ

リットに期待する部分も大きいわけである。

新しいサービスが新しい
顧客との接点になる

そういった顧客とのチャンネル作りの一

環として95年2月からスタートした富士銀

行のインターネットホームページでは、同年

秋から始まったローンシミュレーションが現

在もホームページの目玉として人気を集め

ている。当初は会社概要やディスクロージ

ャー（経営情報開示）など、紙の情報を転

給与振り込みや公共料金の引き落とし、

あるいは企業間の資金移動など、すでに現

実のおカネの流れの大部分はデジタルに置

き換わっている。セキュリティーレベルの高

い専用線網を通して行われるおカネのやり

とりを、インターネット上でも行おうという

実験があちこちで始められ、実証を経て実

用化段階が近づいている。

都市銀のなかで最も早くからインターネ

ットを利用した情報提供サービスを始めた

富士銀行では、97年度から資金決済のサ

ービスを試行し、1年以内に1万人規模に

拡大し、その後10万人規模に拡大して実

証実験を行うというスケジュールを発表し

た。その狙いとするところを聞きながら、

インターネットと銀行業務の接点を探る。

非対面サービスが増えたからこそ、
インターネットは顧客との接点に

現代の銀行にとって「顧客との接点」は

これまで以上に重要度が高まっている。行

員が顧客と対面で応対する機会は少なくな
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ここ最近、新聞などをにぎわしているのが各銀行によるインターネットを利用した

電子決済実験だ。各社しのぎを削るなか、都市銀行ではいち早くホームページを

開設していた富士銀行が、この春から本格的なサイバーバンク実験を登場させる。

これは大きな社会の変容の始まりを感じさせる最初の出来事になるのだろうか。

レポート喜多充成

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



ーンを必要とされる方々との接点を持てる

のではないかと考えています」（柴田さん）

インターネットが新しいチャンネル
になることに期待する

これまでの銀行業務と証券業務、あるい

は生命保険と損害保険などといった金融業

務の間は大きな垣根で仕切られ、それは

「金融業界の秩序」と呼ばれていた。しか

し、規制緩和が進むに従ってその秩序もダ

イナミックに変わりつつある。

たとえば証券会社の総合口座が、株取引

も国債の管理もできて、しかも、給与振り

込みや公共料金の引き落としもできるとな

れば、銀行の口座と差は小さくなる。一方

で全国をカバーする郵便貯金のATM網と

証券会社がつながるとなれば、銀行口座の

優位性はますます薄らいでしまう。資金の

シフトが起こるのも目に見えている。

「現在郵便で行っているサービスを、電

話やファックスで申し込めるようにしたり、

資金移動の受け付けを24時間テレホンサー

ビスで行ったりと、いろんな形でサービス

提供のチャンネルを増やしていきます。イ

ンターネットの利用はそのマルチチャンネル

化の1つとして位置づけており、ホームペー

ジにどんな情報を載せ、どういう情報サー

ビスを提供するかということ以上に、新た

なチャンネルとして期待しているわけです」

（柴田さん）

現在のホームページ参照数は先行者利益

で都銀中トップレベル。月間6万数千ページ

の参照があり、ローンのシミュレーションサ

ービスや、意外なことに店舗の所在地地図

などの利用者が多いという。

ホームページでの情報提供サービスがど

んどん充実していくことで、利用者はいっ

たいどんな金融サービスがあり、どれが最

もトクなのか、あるいは他の金融機関や金

融商品と比較して、リスクや利便はどうな

るのかという「金融サービスのウィンドウ
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用する形でスタートしたが、インターネット

の双方向性を生かしたサービスとして、富

士銀行が他の都銀に先がけて導入したもの

である。

サービスの内容は文字どおりで、住宅購

入に際してローンを組む場合、金額、期

間、利率などのパラメーターを変化させる

ことで毎月とボーナス月の返済額がいくら

になるかを計算するという単純なしくみだ。

が、これを銀行の窓口で心ゆくまで試し

てみるというのは、なかなかできない相談

だ。なにしろ銀行員はみな忙しそうだし、

借りる立場としては「あれも、これも」と

たくさんは頼みにくい。計算結果を画面上

で見せてくれるならまだしも、毎回奥に行

って、ドットインパクトプリンターでプリン

トアウトしたものを、場合によっては画面

上の数値を鉛筆で紙にメモして持ってくる

という具合なのだ（以上、とある銀行での

実体験に基づく）。どうせ表計算のワーク

シートか何かになっているのだろうからそれ

ごともらえないものかと思ったが、そうい

うサービスもないらしい。ローンというコト

の性質上、自宅でじっくり、納得のゆくま

でシミュレーションできるこのサービスは、

近い将来にローンを組むことを検討してい

る人にとっては実に有用なものといえるだ

ろう。

「利率や期間に基づいて計算結果を示す

だけでなく、諸費用も含めてシミュレーシ

ョンを行いますし、金利の高い時期に組ん

だローンを金利が下がったので借り替えた

ほうが得になるのかどうか、といった判断

にも役立てていただくことができます。こ

のシミュレーションはごく近い将来にローン

を組む予定のある方に向けたサービスです

が、いっぽう、今年からは現在店頭や郵便

で受け付けている『わが家の家計診断サー

ビス』もホームページ上に取り込んでいき

ます。これは、収入やお子さんの数、ロー

ン残高などに従って、今後40年間の家計

をシミュレーションするものです。それほど

近い将来でなくとも、5年後、10年後にロ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

マルチメディア業務部・坂内悟さん
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ショッピング」ができるようになる。これは

銀行におけるインターネット利用の大きな柱

となることだろう。が、これだけで富士銀

行のインターネットの利用度が他の金融機

関を引き離して……、というと言い過ぎに

なるだろう。

本命！「富士銀行サイバーバンク」
を登場させる

「インターネット上での『店舗』に大きく

近づく試みが、今年から始まります。振り

込みや振り替えはもちろん、決済機能まで

含めたフルバンキングサービスへの大きな

一歩です」（柴田さん）

と鳴り物入りで登場する“本命”が、イ

ンターネット上での購買連動決済を盛り込

んだ「富士銀行サイバーバンク」である。

「自宅からパソコンで振り込みができる」と

うたうパソコン通信や専用端末を介しての

リモートバンキングは、これまでも企業向

けに貸与された専用端末などを使って行わ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

れてきたから、これが個人向けにまで対象

が広げられるとしてもニュース性には欠け

る。しかし、実際の購買連動決済となると

ちょっと意味が違ってくる。

●

マルチメディア業務部の坂内悟さんに詳

しい説明をお願いする。

「このサイバーバンクが実現すると、現金

の受け渡しを除くすべてのサービスがイン

ターネット上で実現することになります。ク

レジットカード決済でほぼデファクトスタン

ダードとなったSET方式に準拠した決済プ

ロトコルをとります。暗号化はRSA 1024bit

とトリプルDES、天文学的なセキュリティ

ーレベルになります。キーとなる認証機関

は世界で唯一6か月以上の稼働実績がある

ユーシーカード（UC）のCA局に乗る形を

とります。富士通、日立、IBMの3大ベン

ダーとともにこれをすすめ、この方式を軸

に銀行決済のデファクトスタンダードを目指

していけば、と考えています」（マルチメデ

ィア業務部・坂内悟さん）

一気に説明してもらったが、簡単に言え

ばインターネット上のモールで商品を購入す

ると、ほぼその場で自分の口座からショップ

の口座へ代金が入金されるというもの。な

らば、これは現在もセキュアサーバーなど

を使って行われているクレジットカード決済

といったいどこが違うのかというと、まず

ユーザーにとって違いの第一は決済時期で

ある。

銀行決済の場合はある買い物をして、口

座に残高があった場合にだけ、代金が引き

落とされる。リボ払いやボーナス一括払い

など多様な支払い方法は選べないかわりに、

手元にある残高の範囲内でだけという、し

ごく健全なお買いものができるのである。

決してクレジットカードでの買い物が不健全

というわけではないが、このことから、た

とえば保険商品が通信販売されるようにな

ったときには、銀行決済がメインの決済手

段となるのではないか。なぜなら、後払い

のクレジットカードでは、決済すなわち契約

成立のタイミングがいつになるのか分から

ないまま保険料のみが決まってしまうから

だ。今後、ショッピングモールではこういっ

富士銀行のホームページ。

決算情報など、銀行の経営情報開示から始まった。
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た個々の商品、サービスの特性も踏まえな

がらユーザーはどちらかが選べるようになる

のだという。

まずは先行し、
デファクトスタンダードを目指す

「UCのCA局は、金融機関が主導権を持

って仕様を固めたCA局ですので、他の金

融機関も参加しやすいのではないでしょう

か。日本の場合、そうでないと金融機関は

乗れないのではないでしょうか。

現在の通信販売でも、銀行振り込みや

郵便為替、代金引き替え、クレジットカー

ドなどさまざまな決済手段がしのぎを削っ

ています。インターネット上でも同じような

決済の奪い合いが起こるでしょう。インタ

ーネット上の市場が2000年には20兆円とか

80兆円という調査機関の予測がでていま

す。この決済市場に参入するわけですから、

ユーザーにも、ショップの側にもメリットを

打ち出していかなければ普及しません。認

証方式を独占しようだの何だのというわけ

ではなく、思惑がある各社が集まるときに

最初から話し合いで決めよう、調整しよう

では世の中のスピードに追いついていけな

い。有力なところが先んじてデファクト化

をすすめ、最後に最も信頼性実用性の高い

モノが生き残る。それをみんなで利用すれ

ばいいじゃないか、ということなんです」

（坂内さん）

ユーザーの囲い込みといった「狭い了見」

でなく、先行しデファクトを目指そうとい

う意気込みが伝わってくる。

今年初めの報道発表では、大日本印刷

のサイバーモール「メディアギャラクシー」

上でUCカードと富士銀が共同で実証実験

を行い、1年かけて安全性や収益性を検証

する、となっている。カードで10万人規模

は6月、それに遅れること数か月で銀行決

済も10万人規模となり、これは世界初の規

模であるという。また1月中にもさらに大き

なプロジェクトが発表される様子だ。今年

は電子決済が本格的に姿を現す年となりそ

うである。

それにしても、この決済手段やプロトコ

ルの話というのは、アイデア一発でインタ

ーネットを利用した新しいビジネスを世界に

発信、という種類の話題とは反対の極にあ

る。たとえばどこに線路を引いてどんな街

をつくり、どんなショッピングセンターを誘

致して……という都市計画の話でもされて

いるような印象を持った。

交通の便（決済手段）を選ぶことができ、

電車賃（決済の手数料）が安ければ、住み良

い街だと人が集まる。人が集まれば、電車

賃で儲けなくとも、鉄道会社は駅前にビル

を建て、団地を開発する。その街に住む人

が鉄道会社にとっての「含み資産」となる。

富士銀行に口座を持って、ローンも利用

し、このタイプの決済を利用するというこ

とは、いってみればサイバースペース上の

「富士ニュータウン」に居を構えるというこ

とになるのだろう。「含み資産」にまで数え

られるとしたら、ちょっと面はゆい気もす

るが、そんな個人の思惑はおかまいなしの、

ネットワーク社会の社会の大きな変容を告

げる最初の出来事、という気がするのだ。
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インターネットビジネス利用の現場から

顧客に合わせたさまざまなタイプのロ
ーンシミュレーションサービスがある。

インターネットを通じて顧客の声を集めるのも
重要な機能だ。

何度でも、好きなだけ計算ができる。これは
窓口にはない特徴だ。
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